




第３号様式（第６条関係） 

 

協働事業実施計画書 

 

 

 協 働 事 業 名       

 

「市民活動 × 新しい日常」 オンライン市民活動ウィーク 

 

 

 

 事 業 の 目 的       

 

 

コロナ禍によって、人対人の対面での活動が制限され、沈滞気

味の市民活動に、インターネットを活用した新しい市民活動の

在り方を提案、指導、支援して「オンライン市民活動ウィーク」

を開催して、市民活動の再活性化を図るとともに、オンライン

で広く市民に市民活動をアピールする好機とする。 

 

 

 

 事 業 内 容       

 

 

 

１．市民活動におけるコロナ禍の実態をアンケート調査 

２．イベント本番に向けての「ZOOM 等活用講座」「団体紹介

資料作成講座」を開催 

３．「オンライン市民活動ウィーク」の開催 

オンライン講座・団体紹介ポータルの公開 

４．反省会を兼ねたオンライン団体交流会を開催 

 

 

 

 スケジュール 

 

 

 

１．アンケート調査  １０月初旬～中旬 

２．ZOOM 等活用講座 １０月下旬～１１月中旬 

資料作成講座   １１月上旬～下旬 

３．市民活動ウィーク １２月上旬～ 

市民活動動画ポータルは以降通年公開 

４．オンライン交流会 １２月中旬 

 

 

 

 協 働 の 効 果       

 

 

コロナ禍による生活の困難は、市民活動の困難ともなっており、

各団体においても「新しい市民活動」が模索されている中、市

民協働課の名が示す通り、市民活動団体と行政が協働で市民活

動を守り、普及・推進する必要があります。 

本事業は「協働事業」の本分を発揮する事業と自負します。 

 

 

 

 

 

 

 役 割 分 担       

 

 

 

 

 

 

（市民活動団体の役割） 

・事業の企画立案・実施 

・事業の運営（オンライン講座・団体紹介動画の指導・実施支

援、動画ポータルサイトの作成・運営） 

・会費および協賛金による予算充当 
 

 

（市の役割） 

・会場の確保（平日のサポセン全館占用利用） 

・事業の告知・広報、参加者の募集 

・予算の補助 

 






